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　　　　　　　　　　　　　　　論　文　内　容　の　要　旨

　広汎性発達障害（Pervasive　Developmental　Disorder）に分類される自閉症（Autism）やアスペルガ

ー症候群（Asperger’s　Syndrome）、高機i能自閉症（High　Functioning　Autism）の有病率は増加傾向に

あり、早急な対応が求められている。現在は、本障害に対して薬物療法や行動療法、自立および生活

支援の3手法が行われている。これら手法のいずれも本障害の子どもと援助者が対人関係を築き、2座

間で問題の改善に取り組むことにより効果が得られる。しかしながら、2能間の関係構築が困難な場合

が多く、十分な効果が得られていない。その結果、多くのケースが不良な予後を持ち、うつ病や全般

的な社会的不適切さといった二次的障害を併発することになる。

　一方、本障害の子どもは対人関係を構築する技能が未熟であり、対人において不適応を起こすこと

で、自己評価が低下し、抑うつ状態に陥ることがある。対人関係を構築する技能を含む生活技能の獲

得は本障害の社会適応に有効とされており、さまざまな療法の最も基本的な課題である。また、獲得

あるいは改善した生活技能の生活環境への移行は対人および環境への適応に重要であり、障害者支援

における課題の1つである。近年は、家庭内での療育の中心的役割を果たす母親が子どもの療育によ

り、深刻な身体的および精神的負担を抱えていることが報告されている。そのため、母親に対する支

援を行い、療育における負担を減少させる必要がある。これらの問題を解決するためには、本障害の

子どもと援助者あるいは母親との関係を構築するための「社会的潤滑油」と子どもが生活技能を獲得お

よび改善するための「動機付け」が必要となる。

　動物が「社会的潤滑油」と「動機付け」の双方の役割を持つことは多くの研究において報告されている。

そのため、本研究では本障害の子どもと援助者あるいは母親との関係の構築と子どもの生活技能の獲

得あるいは改善とそれらの生活環境への移行を図ることを目的とし、イヌを介在した発達支援を行い、

その効果を検討した。本障害の子どもが社会性を持つといったイヌ本来の特性を視覚的に認識するこ
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とで、生活技能の獲得あるいは改善の一助となると考えられる。さらに、犬種別の特性やイヌのトレ

ーニングによる短期間での行動形成は本障害の多岐にわたる問題へ対応することが可能である。イヌ

は他の介在動物と比較して日常的な対応や観察が可能であり、飼育および衛生管理の側面で実践にお

ける汎用性に優れていると考えられる。

　そこで、本研究では、第1章で、支援環境における自閉症またはアスペルガー症候群の子どもと援

助者の2者間にイヌを介在し、イヌとの触れ合いにおいて生活環境での精神的健康の向上と生活技能

の獲得あるいは改善を図り、その効果を心理尺度および行動観察により検討した。第2章では、自閉

症またはアスペルガー症候群の子どもと援助者に生活環境の療育において重要な役割を担う母親を加

えた3者間においてイヌを介在した発達支援を行い、子どもの生活環境における精神的健康の向上と

獲得あるいは改善された生活技能の円滑な移行を図り、その効果を心理尺度および行動観察により検

討した。生活技能を円滑に移行し、生活環境の対人および環境に適応するためには、生活環境におけ

る良好な母子関係と療育者である母親の精神的健康の維持が必要である。そこで、第3章では、第2章

の支援において母子関係と母親の精神的健康の改善がみられたかどうかを心理尺度により検討した。

第1章　広汎性発達障害児に対するイヌを用いた発達支援の実践

　過去の研究報告に基づき、自閉症またはアスペルガー症候群の子どもと援助者の2二間においてイ

ヌと触れ合うことによる発達支援を行った。第1章では子どもの精神的健康の向上と生活技能の獲得

あるいは改善を図ることを目的とし、その効果を子どもの行動チェックリスト（Child　Behavior　Check

List：CBCL）／4－18および行動観察により検討した。対象は東京都内の障害者支援センターを経て、支援

を希望した自閉症またはアスペルガー症候群の子ども5名で6ヶ月間にわたり12回の支援を実施した。

　その結果、CBCLでは支援前後の得点が5症例のうち4症例で改善した。行動観察では全5症例にイ

ヌへのコマンドや接触の反復といった機械的な関わりが自発的で情緒的な関わりへと変化した。また、

対象者から援助者あるいは母親に対する一方的なコミュニケーションが、相互的なコミュニケーショ

ンへと変化した。さらに、低下していた自己評価が向上し、生活環境における意欲の増加が報告され

た。各対象者のイヌへのコマンドや接触の反復といった機械的な関わりと配慮の欠如した行動は、イ

ヌの忌避反応を発現させた。各対象者はイヌの忌避反応を視覚的に認識し、イヌの肯定的受容を得る

ために行動を変化させたと考えられる。そのため、イヌの肯定的受容は各対象者に達成感を与え、こ

れが「動機付け」として作用すると考えられた。また、対象者と援助者が経験や話題を共有することは

関係を構築する一助になると考えられる。さらに、各対象者の支援環境における自己役割を明確にす

ることが、自己評価の向上に影響を与えたと考えられた。本支援における行動の改善および自己評価

の向上はCBCLの改善に影響を与えたと考えられ、自閉症およびアスペルガー症候群に対するイヌを

介在した支援の導入による有用性が示唆された。一方で、本章における生活技能の獲得あるいは改善

が生活環境に円滑に移行するまでには至らず、さらなるイヌを介在した支援方法の検討が必要であっ

た。
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第2章　広汎性発達障害児とその母親に対するイヌを用いた発達支援に関する研究

　高機能自閉症またはアスペルガー症候群の子どもと援助者に生活環境の療育において重要な役割を

担う母親を加えた3者間においてイヌを介在した発達支援を実践した。第2章では子どもの生活環境に

おける精神的健康の向上と獲得あるいは改善された生活技能の円滑な移行を図ることを目的とし、そ

の効果をCBCLおよび行動観察により検：幽した。対象は第1章の5症例に4症例を加えた9症例とし、

12回から46回の長期的な支援を行った。

　その結果、CBCLでは支援前後の得点が9症例のうち7症例で改善した。行動観察では全9症例にお

いて援助者および母親に対する自己感情の表出方法が非言語から言語へと変化し、円滑なコミュニケ

ーションが可能となった。また、4症例の復学と2症例の進学、2症例の学校生活への適応が報告され

たことから自己評価が向上したと考えられる。対象者が言語を用いてイヌと関わるなかで、イヌの肯

定的受容は「動機付け」として対象者の言語による自己感情の表出を促進すると考えられる。また、援

助者および母親が対象者の言語による感情表出に肯定的受容を示すことで、対象者の自己評価の向上

に影響を与えたと考えられる。対象者と援助者に母親を加えた3活間における本支援により、対象者

と母親が目標とその達成課程を共有することで母親の対象者に対する障害受容および対象者への理解

と対処技能を向上させる一助になると考えられる。

　以上のことから高機能自閉症またはアスペルガー症候群の子どもと援助者の2者間に母親を加えた3

直間におけるイヌを介在した発達支援は支援環境のみならず生活環境における効果的な生活技能の獲

得あるいは改善と自己評価の向上に影響を与えることが示唆された。

第3章　イヌを用いた発達支援による母子間および母親への効果に関する研究

　第3章では第2章で対象とした子どもの生活環境での療育において重要な役割を担う母親に焦点を置

き、高機能自閉症またはアスペルガー症候群の子どもとその母親の母子関係の改善および母親の精神

的健康の改善を図ることを目的とし、イヌを用いた母子支援：を行い、母子関係と母親の精神的健康を

PCR（Pare並Child　Rela廿onship）親子関係診断検査およびSUBI（The　Subjecdve　We1Lbeing　Inventory）

によりその効果を検討した。対象は第2章の5事例とその母親であった。

　その結果、PCR親子関係診断検査では全5事例の母子関係の得点に問題がみられたが、そのうち4事

例で母子関係の得点が改善された。また、5事例のうち4事例において母親の精神的健康における問題

の得点が増加し、改善がみられた。子どもと母親の2者間にイヌが介在することで双方の自己役割が

明確となり、子どもに対する母親の障害受容および子ども本人への理解とともに、母親の対処技能の

向上に作用したと考えられる。これは、第2章の各対象者のCBCLの得点の改善に関連しており、母

親が生活環境における社会的資源を活用する一助になると考えられる。これより高機瀧自閉症または

アスペルガー症候群の子どもとその母親に対するイヌを介在した発達支援は母子関係および母親の精

神的健康の改善に有用であることが示唆された。

　以上のことから高機能自閉症やアスペルガー症候群の子どもとその母親に対するイヌを介在した発
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達支援：は生活技能の獲得あるいは改善と自己評価の向上を促し、それを生活環境に移行することに有

効であることが示唆された。また、本支援は母子関係のより良き関係の構築および母親の精神的健康

の改善にも有用であることが示唆された。本研究では対象とした全ての子どもが生活環境において主

に母親より療育を受けていた。実際には、療育の役割を担う人は家庭により様々であり、母親以外の

場合も有りうる。しかし、本成果はさまざまなケースに応用することが可能であり、その汎用性は高

い。すなわち、本研究は自閉症に対するイヌの活用の有用性を明らかにしたもので、動物応用科学分

野における新たな領域を切り開いた。

　　　　　　　　　　　　論文審査の結果の要旨
　本研究では、自閉症児の復学等を目標に、イヌを用いてその症状の改善に努め、最終的に9人の対

象者のうち8人において明らかな改善をもたらした。1970年代の後半より、さまざまな対象者に対し

て、Animaトassisted　therapy（動物介在療法）が実施されてきたが、明確な理論をもとに構築されたプ

ログラムはなく、また効果の検証も科学的なものではなかった。そのことが、特にわが国におけるこ

の分野の発展を妨げてきたと言ってもよい。本研究は、自閉症児あるいはその家族が抱える問題点を

把握し、イヌを用いることの有用性を考慮して、初期の目的を達成した。以下にその概要を述べる。

はじめに

　広汎性発達障害に分類される自閉症やアスペルガー症候群、高機能自閉症の有病率は増加傾向にあ

り、早急な対応が求められている。現在、本障害に対して薬物療法や行動療法、自立および生活支援

の3手法が行われているが、いずれも本障害の子どもと援助者がしっかりした対人関係を築き、2者間

で問題の改善に取り組むことにより効果が得られる。しかしながら、2者間の関係構築が困難な場合が

多く、十分な効果が得られていないのが実情である。そのため、多くのケースが不良な予後を持ち、

うつ病や全般的な社会的不適切さといった二次的障害を併発することになる。

　本障害の子どもは対人関係を構築する技能が未熟であり、対人関係を構築する技能を含む生活技能

の獲得が不可欠である。また、獲得あるいは改善した生活技能の生活環境への移行は対人および環境

への適応に重要であり、障害者支援における課題の1つである。近年は、家庭内での療育の中心的役

割を果たす母親が子どもの療育により、深刻な身体的および精神的負担を抱えていることが報告され

ている。そのため、母親に対する支援を行い、療育における負担を減少させる必要がある。これらの

問題を解決するためには、本障害の子どもと援助者あるいは母親との関係を構築するための「社会的潤

滑油」と子どもが生活技能を獲得および改善するための「動機付け」が必要となる。

　動物が「社会的潤滑油」と「動機付け」の双方の役割を持つことは多くの研究において報告されている。

そのため、本研究では本障害の子どもと援助者あるいは母親との関係の構築と子どもの生活技能の獲

得あるいは改善とそれらの生活環境への移行を図ることを目的とし、イヌを介在した発達支援を行い、

その効果を評価した。イヌは他の介在動物と比較して、日常的な飼育管理や観察が容易であり、さま
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ざまな犬種を有することも含め実践における汎用性に優れている。

　そこで、本研究第1章で、高機瀧自閉症またはアスペルガー症候群の子どもと援助者の2高間にイヌ

を介在し、イヌとの触れ合いにおいて生活環境での精神的健康の向上と生活技能の獲得あるいは改善

を図り、その効果を心理尺度および行動観察により検討した。また、第2章では、自閉症またはアス

ペルガー症候群の子どもと援助者に生活環境の療育において重要な役割を担う母親を加えた3迫間に

おいてイヌを介在した発達支援を行い、子どもの生活環境における精神的健康の向上と獲得あるいは

改善された生活技能の円滑な移行を図り、その効果を心理尺度および行動観察により検討した。さら

に、第3章では、第2章の支援において母子関係と母親の精神的健康の改善がみられたかどうかを心理

尺度により検討した。

第1章広汎性発達障害児に対するイヌを用いた発達支援の実践

　精神的健康の向上と生活技能の獲得あるいは改善を図ることを目的に、自閉症またはアスペルガー

症候群の子ども（5人）と援助者の2者間においてイヌと触れ合うことによる発達支援を行った。6ヶ

月間、12回にわたる支援：の効果は、子どもの行動チェックリスト（Child　Behavior　Check　List：CBCL）／4－

18および行動観察により評価した。

　その結果、CBCLでは支援前後の得点が5症例のうち4症例で改善した。行動観察では全5症例にイ

ヌへのコマンドや接触の反復といった機械的な関わりが自発的で情緒的な関わりへと変化した。また、

対象者から援助者あるいは母親に対する一方的なコミュニケーションが、相互的なコミュニケーショ

ンへと変化した。さらに、低下していた自己評価が向上し、生活環境における意欲の増加が報告され

た。各対象者のイヌへのコマンドや接触の反復といった機械的な関わりと配慮の欠如した行動は、イ

ヌの忌避反応を発現させた。各院仁者はイヌの忌避反応を視覚的に認識し、イヌの肯定的受容を得る

ために行動を変化させたと考えられる。そのため、イヌの肯定的受容は各対象者に達成感を与え、こ

れが「動機付け」として作用すると考えられた。また、対象者と援助者が経験や話題を共有することは

関係を構築する一助になると考えられる。さらに、各対象者の支援環境における自己役割を明確にす

ることが、自己評価の向上に影響を与えたと考えられた。一方で、本章における生活技能の獲得ある

いは改善が生活環境に円滑に移行するまでには至らず、さらなるイヌを介在した支援方法の検討が必

要であった。

第2章　広汎性発達障害児とその母親に対するイヌを用いた発達支援に関する研究

　子どもの生活環境における精神的健康の向上と獲得あるいは改善された生活技能の円滑な移行を図

ることを目的として、高機能自閉症またはアスペルガー症候群の子ども（9人）と援助者に生活環境の

療育において重要な役割を担う母親を加えた3急電においてイヌを介在した長期的な発達支援（12回

から46回）を実践した。第1章と同様に、その効果をCBCLおよび行動観察により検討した。

　その結果、CBCLでは支援前後の得点が9症例のうち7症例で改善した。行動観察では全9症例にお
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いて援助者および母親に対する自己感情の表出方法が非言語から言語へと変化し、円滑なコミュニケ

ーションが可能となった。また、4症例の復学と2症例の進学、2症例の学校生活への適応が報告され

たことから自己評価が向上したと考えられる。対象者が言語を用いてイヌと関わるなかで、イヌの肯

定的受容は「動機付け」として対象者の言語による自己感情の表出を促進すると考えられる。また、援

助者および母親が対象者の言語による感情表出に肯定的受容を示すことで、対象者の自己評価の向上

に影響を与えたと考えられる。対象者と援助者に母親を加えた3直間における本支援により、対象者

と母親が目標とその達成過程を共有することで母親の対象者に対する障害受容および対象者への理解

と対処技能を向上させる一助になると考えられる。

　以上のことから高機能自閉症またはアスペルガー症候群の子どもと援助者の2者間に母親を加えた3

者間におけるイヌを介在した発達支援は支援環境のみならず生活環境における効果的な生活技能の獲

得あるいは改善と自己評価の向上に影響を与えることが示唆された。

第3章　イヌを用いた発達支援による母子間および母親への効果に関する研究

　第3章では、第2章での結果を受け、高機能自閉症またはアスペルガー症候群の子どもとその母親の

母子関係および母親の精神的健康の改善をPCR（ParenむChild　Relationship）親子関係診断検査および

SUBI（The　Sublec伽e　We1Lbeing　Inventory）により評価検討した。対象は第2章の5事例とその母i親で

あった。

　その結果、PCR親子関係診断検査では全5事例の母子関係の得点に問題がみられたが、そのうち4事

例で母子関係の得点が改善された。また、5事例のうち4事例において母親の精神的健康における問題

の得点が増加し、改善がみられた。子どもと母親の2者間にイヌが介在することで双方の自己役割が

明確となり、子どもに対する母親の障害受容および子ども本人への理解とともに、母親の対処技能の

向上に作用したと考えられる。これは、第2章の各対象者のCBCLの得点の改善に関連しており、母

親が生活環境における社会的資源を活用する一助になると考えられる。これより高機能自閉症または

アスペルガー症候群の子どもとその母親に対するイヌを介在した発達支援は母子関係および母親の精

神的健康の改善に有用であることが示唆された。

　以上のことから、高機能自閉症やアスペルガー症候群の子どもとその母親に対するイヌを介在した

発達支援は生活技能の獲得あるいは改善と自己評価の向上を促し、それを生活環境に移行することに

有効であることが明らかになった。また、本支援は母子関係のより良き関係の構築および母親の精神

的健康の改善にも有用であることが示唆された。本研究では対象とした全ての子どもが生活環境にお

いて主に母親より療育を受けていた。実際には、療育の役割を担う人は家庭により様々であり、母親

以外の場合も有りうる。しかし、本成果はさまざまなケースに応用することが可能であり、その汎用

性は高い。

　本研究は自閉症に対するイヌの活用の有用性を明らかにし、動物応用科学分野における新たな領域
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を切り開いたものであり、博士（学術）の学位を授与するに相応しい研究と認めた。
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